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SL1000 コントロールAPIをご使⽤の場合、SL2000とスコープコーダSDKを使⽤することで移⾏可能
プログラムの⼀部を修正することで、SL1000 コントロールAPIからスコープコーダ SDKへ置き換えることができます。

スコープコーダ SDK
DL950/SL2000 のアクイジションにおける波形データ取得、フラッシュアクイジションに保存されているデータをPC に転送、およびファイル操作・ファイル
転送の機能に関するAPI（Application Programming Interface）を提供するものです。
対応製品
DL950/SL2000（ファームウェアバージョン2.01以降）
※USBで動作させるには、別途専⽤ USBドライバ（YTUSB）が必要です。
開発環境
Visual Studio 2017 以降 .NET Framework 4.7 以降
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SL1000 コントロールAPI（SxAPI）との⽐較
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出典︓スコープコーダ SDK ユーザーズマニュアル（IM D165-01JA）第５節

通信コマンド
DL950/SL2000の制御のため、通信コマンドを送受信する場合、
以下の通信コマンド制御関数を使って送受信します。

サンプルプログラム


